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1原子力機構  

加圧水型軽水炉（PWR）条件での照射下の腐食電位（ECP）測定結果を評価するため、B(n,)Li 由来の線

によるラジオリシス等、PWR の特徴を考慮したラジオリシス計算を行い、ECP への影響が大きい過酸化水素

（H2O2）の発生量への水素（H2）添加の影響を調べた。 
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1. 緒言 

国内 PWR では、PWSCC の抑制や更なる被ばくの低減を目指して一次冷却系の溶存 H2濃度の最適化が検

討されている。本研究では、PWR一次系環境を模擬した化学制御を照射下で実施可能な Studsvik AB の INCA

ループで取得した ECP 測定結果[1]を用いて、ECP への H2添加量の影響を精度良く評価するための ECP 解析

モデルの改良を検討した。本稿では ECP 解析の前段として実施したラジオリシス解析の結果を報告する。 

2. ラジオリシス解析 

 ラジオリシス解析コードを使用し[2]、表 1 に示すプライマリ

収率を用いて各放射線がラジオリシスに与える影響を評価した。

本試験における線量率を表 1 の最下段に示す。温度等の試験条件

は INCAループにおける試験データに基づき設定した[1]。 

3. 結果と考察 

290C、pH7.1 のときの H2添加量と H2O2 発生量の関係を図 1

に示す。線は単位長さ当たりのエネルギー付与量が多い（水分

解が密に生じる）ため、初期のラジカル反応が促進され、H2O2等

の分子生成物の収率が高くなる。そのため、線の線量率はガン

マ線や中性子より低いが、H2O2濃度への影響はこれらの放射線

に対して大きくなった。これらすべての放射線を考慮した時の

H2O2濃度（実線）が個別の放射線による H2O2濃度に比べて小

さくなっているのは、ガンマ線により発生したラジカルが分子

生成物の分解を促進しているためであると推察される。また、

H2添加量が 10ppb以下では H2O2発生量への H2の影響がほとん

ど見られないこと、H2添加量が 10ppbから 100ppbの間で H2O2

発生量が急激に低下し、100ppb 程度で H2O2発生量が十分に抑

制されることが示された。次稿では本結果を用いて ECP 解析を

実施し、INCAループのデータと比較した結果を報告する。 
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図 1 各放射線による H2O2 発生量の
H2添加量依存性 

表 1 各放射線による化学種のプライ
マリ収率（個/100eV）及び線量率 
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